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試験速報

亜塩素酸水製剤を噴霧することによる浮遊ウイルスの除去性能評価試験（25 m3
空間）

試験方法は、仕様書「北生発 20215033906号」に従った。

・結果

表1．経過時間ごとの浮遊ウイルス数

0分 10分 20分 30分 60分 120分 180分 240分 300分
①自然減衰
（コントロール）

550,000 400,000 350,000 240,000 160,000 110,000 49,000 41,000 24,000

②連続噴霧（10分間） 400,000 8,100 270 22 < 2

③間欠噴霧 570,000 170,000 17,000 1,300 78 < 2 < 2

製　剤：亜塩素酸水製剤「クロラス除菌ウォーター」（有効塩素濃度：200 ppm設定）

噴霧器：空間除菌デバイス Devirus AC（型番：DVAC-1500、貴社製）

※噴霧量：約1,200 ～ 1,500 mL/時

※間欠噴霧は240分まで「1分10秒ON＋58分50秒OFF」で実施（300分は実施なし）
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図1.経過時間ごとの浮遊ウイルス数

試験条件
浮遊ウイルス数（PFU/20 L-air)
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